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 報道各位  
 

 

2018年 TOKYO FM 新入社員に寄せて 

～代表取締役社長 千代勝美 挨拶～ 
 

 

 

株式会社エフエム東京は、本日 10時より 2018年度入社式を実施し、代表取締役社長・千代勝

美が新入社員に向けて、以下の挨拶を述べました。 

 

※2018年度新入社員は男性社員 1名 女性社員 2名 

 

入社おめでとうございます。今日から皆さんは我々TOKYO FMの仲間であり、放送人とし

てスタートします。 

 

当社は 1970年開局以来、常に FM放送の開拓者として、一貫して社会的、文化的使命を

もって、放送文化を牽引してきました。そして、数々の歴史に残る音楽シーンを創り出し、

「開発とチャレンジ」という当社の DNAをそれぞれの世代で引き継いで今日まで発展し続

けています。 

   

現在取り組んでいる「開発とチャレンジ」は i-dio事業がそのひとつであり、デジタル

放送や訪日中国人向け情報配信サービスの「八六東京」、さらにはサイバーセキュリティー

への利活用、防災安全安心の社会インフラ、などなどの放送と通信の融合ビジネスの具体

化に取り組んでいる最中であります。もう一つは、ネット上の音声サービス上で音声広告

のターゲット配信を可能にする、チャレンジングな、日本で初めてのデジタルオーディオ

アド事業で、明日開始となるサービス「WIZ RADIO」の立ち上げです。 

 

デジタルネイティブ世代の皆さんは、今日のデジタルの激しい変動(ボラティリティー)

や通信の高度化という激しい変化の波に飲み込まれることなく、放送事業者から発想する

トランスフォーメーションにチャレンジしてください。既成の枠組みにとらわれることな

く、心の自由さをもって、開発やチャレンジに向き合ってほしいと思います。上ばかり見

て仕事をして、物事の本質を見失うことのないように、自由闊達な意見や行動を通して、

新しい感性の風を会社に吹かせてください。 

 

学校生活は非常に自由奔放だったかと思います。社会に出ると何かと窮屈に感じること

もあるかもしれません。社会に出れば素晴らしいこともありますが、厳しいことも多くあ

ります。素晴らしいことのひとつは、今まで経験することのなかったことを経験し、今ま

で出会うことのなかった多彩な人たちと知り合うことができることです。ひとつの共通の

仕事を、会社のそれぞれの組織で取り組んで達成したときの喜びは何にも代えがたいもの

であろうと思います。こういう新しい世界が、皆さんを待っていると思います。健康に注

意して環境の変化に負けないように、頑張っていただきたいと思います。期待しています。 

 
（於：エフエム東京） 


